

































































































































酪宗 楊玄翼 不　　明 威通初年～同十年 鳳翔監軍 通園巻二百五十一・威通十年六月条考異。
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　この表によって，内枢密使の職制のだいたいの性格をみるならば，（1）職制としての二一
制の固定化と，⑪三省事すなわち知内侍工事の兼職という二つの傾向性を読みとることが
できよう。
（1）二員制の固定化について
この表からも明らかなように，内枢密使の群僚である代宗旨，つづく徳宗朝までは一員
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制であったが，憲宗朝に入ると，二員制が採用されていたことがわかる。そして二員制が
ほぼ定まったとみられるのは，敬宗朝から文翌朝にかけてであったといってよいであろう。
　ところで，この内隠密使の二半制に関しては，矢野主税氏の論考があるので，ここでは
氏の見解を中心にみていぎだいと思う。
　氏はその論文「枢密使設置時期について」において，代宗朝に董秀なる人物が「枢密」
あるいは「枢密用事」を掌ったという記録は，政事堂枢密房を掌る任務を与えられたこと
を伝えたものであり，それは決して内枢密使が設置されたということではないと指摘され，
それが内壁密使として成立するのは，憲宗がその施政を円滑に推進するために，この董秀
が掌った如き任務を独立した天子直属の制度としたときであったとされている（2）。
　そして氏は，内野密使二員制について，論文「唐物枢密使制の発展」のなかで，「既に
憲宗万頃以来，枢密使二員制が普通であったけれども，未だはっきりと制度化したわけで
はなかったのであろうか。時には一員，二員或は三員と，時に応じて任用されたものであ
り，それがやがて二員制に固定化してゆくものと考うべきであろうか」とされ，二手制が
ほぼ確立したかにみられるのは，穆宗朝から敬当朝にかけてであろうと結論されるのであ
る（3）。
　なお，ここで注意したいことがある。矢野氏はとくに言及されていないが，この内枢密
使二員制が確立するとともに，その使庁としての「内枢密院」も設置されたと考えられる
ことである。
　内枢密使の使庁は，職制上では，「枢密三無庁事」といわれ（4），内枢密使が設けられた
後も，その庁事は置かないのを建て前としたようである。文献通考巻五十八・職官考・枢
密院の条によれば，
　　初不平三局。但有屋三権。貯文書而己。中略。旧左右軍容多入為枢密。亦無視事閉庁。
　　後僖・昭時。楊復恭・西門季元。欲奪宰相権。乃於堂状後帖黄。指揮公事。此其始也。
と述べており，はじめは使庁たる司局は置かれず，ようやく権力の一機関を形成したのは，
唐末の僖宗・昭宗のときに至ってであるとしているのである。しかし現実には，平門・昭
宗朝以前の文宗朝において，すでに司局たる内枢密院が置かれていたのである。
　朋府元亀巻五百二十下・半官部・弾劾・魏暮の項には，
　　開成二年。荊南観察使里長。先貸軍使呂令綜。下官健入江陵県。凌辱県令韓忠事。申
　　西院。平等内枢密院也。
という記事があって，内枢密院が文宗の開成二年においては，すでに設置されていたこと，
また，その内枢密院に西院なるものがあったこと，さらには，そこにおいては荊南観察使
から監軍使の専横に関する申し立てが送付されていたことなどが伝えられており，ここに
実質的な権力機構が形成されていたことが推測できるのである。
　なお，ここにみえる西院に対して，東院もまた置かれており，内枢密院は東西の両院で
構成されていたことは，資治通町巻二百六十三・昭宗・天復三年春正月の条に，
　　王知古為上院枢密使。舌早朗為下院枢密使。
とあり，その関野に，
　　枢密東西院。早世為上院。西院為下院。　　　　　　　・
とあって，東西両院がまた，上院と下院とも呼ばれていたということによって明らかとな
る（5）。　　　　　　　　　　　、
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　では，この内枢密院・東西両院は，果して何時頃に設けられたものかということになる
と，他にこれといった史料も検索できず，夏扇の開成二年以前のいずれの時期と確定する
ことはできないのである。
　しかしながら，それは内感密使二員制の確立以後のことであったことは確iかであろう。
なぜならば，内枢密使の二員体制が設けられていたからこそ，東西両院の設置をみたもの
といえるからである。
　そこで内枢密使工員制の確立時期が問題となるが，前掲の表によると，文宗の太和九年
まで，楊承和・王毒言・崔潭峻の三名の内枢密使がいたことになる。これを認めるならば，
太和九年直後，すなわち，翌年の開成初年の頃とみるほかはないと思うのである。周知の
如く，太和九年は，いわゆる甘露の変の年であった。この文意による右京抑圧の失敗は，
かえって宙官の勢力を盛んならしめる如き結果をもたらし，宙官の政治への容豫，ことに
内枢密使のそれは公然かつ露骨になっていったのである。この頃において，その使庁たる
内枢密院が設置されたかにみられることもまた，それを裏書きするものであろう。
　内枢密院の組織面については，長官たる内枢密使の下に，いかなる職が設けられていた
かは明らかでないが，内枢密承旨なるものがあって，内枢密使を佐けていたようである。
資治通鑑巻二百四十九・宣宗・大中九年五月の条に，
　　度支奏。漬汚鳥。誤古漬為清。枢密承事耳隠中。謂上不之見。頼足成之。及中書覆土。
　　上知。推按貝母章奏者。
とあり，枢密承旨の孫隠中なるものがみえるが，その胡註に，
　　唐末。枢密承旨以院吏充。
とあって，その職には院吏をもって充てたことがわかる。また，旧五代史巻七十二・張居
翰伝によれば，
　　中和三年。自容管華墨判官。入為学士院判官。遷枢密承旨・内府令。
とあって，僖宗の中和三年以後に枢密塁壁となった目無翰の本官は，内府軍令（正八品下）
であった。
　なお，この内枢密承旨は，勿論，東西両院にそれぞれ置かれていたのである。金石魚町
巻一百十八・粗糠泌墓誌によれば，
　　前略。中和三年。中略。召公充二院承旨。中略。尋加内侍伯判内侍省内給与。中略。
　　加内侍充学士使。中略。宣徽北画使守直道門衛将軍。中略。景福二年。改内店密使加
　　特進左領軍衛上将軍知内侍省事。云云。
とあって，昭宗の景福二年に内枢密使となった呉承泌の官歴をたどることができるが，こ
こにみえる西院承旨は，内枢密院の産院のそれであろう。これより後，呉承泌は，内侍伯
案内目弾，ついで内侍となり，翰林学士院使を兼領してから宣徽北院使を経て，内鍵密使
知内侍省事に至っているのである。
（皿）知内侍省事の兼職について
　内職密使就任者のうち，その官歴が明らかなものは少ない。前出の「内枢密使表」にも
示すように，在任中の内侍省の本官が確認できるものは，わずかに九名にすぎない。しか
し，そのなかにおいても，次の二点が注目されるのである。
　一つは，その本官が，初期の二名（密宗朝の細面，徳宗朝の醇盈珍）と末期の一名（昭
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宗朝の呉童舞）に，「内侍」の事例がある他は，みな「内供侍」とみえていることであり，
もう一つは，とくに確定できない一名（穆宗朝の王制澄）を除くと，他の八名全部が「知
内侍即事」を帯びていることである。
　前者について。まず，初期の「内侍」に関しては，後述する如く，その時期における人
事の柔軟性が感じられるのである。しかし他方，「内常侍」とみえるものは，憲宗朝から
下賜朝にかけてであり，内枢密使二二制が整備されていた時期でもあったから，あるいは
その本官は，「内常侍」と認識されていたのではないかとも思われるのである。とはいえ，
これを明確に論ずる史料を，いまは検出し得ない。
　後者について。先にあげた「内枢密使表」でも明らかな如く，「知内侍省事」を兼職し
ている事例は，一つの時期に偏することなく，民設の代宗朝から唐末の昭宗朝に至るまで，
ほぼ各終期にわたっていることからみても，内枢密使は「知内早耳事」を兼職していたと
考えられるのである。いま，その就任を告げる記録のいくつかを示すと，全唐文巻七百十
一・ 專ｿ裕撰の左神国護平中尉兼左街功徳使番内侍省事劉公神道碑銘に，
　　前略。学内飛龍使出右早耳軍副使。中略。翌日。命知枢密。眞拝内船侍・知内侍外事。
とあるのは，憲宗朝の劉宏規の場合であり，旧唐書巻十八下・宣宗本紀・大中十一年七月
の条に，
　　以飛龍使・上平局四王帰馬。守内侍省内常侍・知省事充内枢密使。
とあるのは，宣宗朝の王国長の場合であり，また，全唐文巻八百半十一・斐延裕撰の内枢
密使呉承泌墓誌銘井序に，
　　前略。景福二年。改内枢密使加特進左領軍衛上将軍・知内侍省事。
とあるのは，昭宗朝の呉承泌の場合である。
　なお，他の「内諸司」の職制が，「知内侍省事」を兼職とする例は，管見の限り見出す
ことができないので，こうした兼職が，内枢密使の職制のみに容認されたのではないかと
いうことも推測し得るのである。
　従って，ここで問題となるのは，内枢密使に「知内侍省事」を兼職せしめたのは，いか
なる理由に基づくのであろうかということである。
　そこで，内枢密使の「知内侍早事」兼職が，どのように形成されたについて，初代の内
字密使である代宗朝の華墨の例を検証しておきたい。
　文献通国国五十八・職官考・枢密院の条によれば，
　　按枢密使之名。始於唐。代宗寵任宙者。留置奉幣密使。使之掌機密文書。
とあり，また，冊府元亀巻六百六十五。内臣部・総序によれば，
　　永泰二年。始以中人掌枢密用事。
とあり，その註記に，
　　代早耳董秀。掌枢密。
との記述があって，代宗の永泰二年，宙官の董秀に枢密を掌らしめたのが，その始まりで
あると定えているのである。
　董秀なる人物の経歴は詳らかでないが，はじめ東宮たりし代宗に仕え，その郡内となり，
帝が即位するや，寵任せられて，「近職」と呼ばれる地位に重用され，側近に近侍した。
そして永泰二年（大饗元年）に至り，内枢密使に尽せられたものである。ついで大恥六年，
内常侍に累遷し，翌七年には，内枢密使をもって，冠軍大将軍・左衛将軍・内侍・知内侍
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省事・封魏国公を加えられている（6）。
　この頃の董秀の活動について，築山治三郎氏は，その「安史の乱後の政治と官僚の対立
抗争」のなかで（7），董秀が宰相の元載とひそかに通じていたことに触れているが，これは
当時，天下観軍容使の魚朝恩と権勢を競っておった元載が，代宗の意図を探るために，そ
の側近の地位にあった董秀に多くの金吊を贈与して近づいたものであった。董秀もまた，
元載のために代置の意のあるところを伺い，元載・董秀の徒が，ここに内外相応じて政治
を聾断ずるに至るのであるが，次第に代宗の奨むところとなり，大暦十二年に至って，一
挙に弾圧を加えられ，董秀は謙獄をうけているのである（8）。
　ところで，矢野氏の見解によれば，このとき董秀が内枢密使として掌っていた任務は，
詔旨を中書門下に伝える「詔旨宣伝」であり，これが内枢密使の基本的な職務となったと
いわれ，「元来，その仕事が宰相の手に握られていたということは，仕事が機密に属する
ものであり，時には政治的重大事項に関わるものがあったからであろうが，それが居食の
宙官寵愛によって優越の手に委ねられることになったのであろう。勿論，それには玄宗・
粛々・代宗初年にかけての安史の乱の影響を考うべきであって，この大乱の間に官制の混
乱があり，一応漸く落付いてその整備をなすべき時期に当って，混乱期に漏りに行われて
いた事務的な分掌が，そのまま認められて宙官の手に移ったのかも知れない」とされてい
るのである（g）。
　かくて内枢密使が創設されたのである。そしてこの初設の内枢密使に，まず任命された
董秀は，政治の機密を委ねられるとともに，回内から内下侍へ，ついで内侍・知内侍事事
へと，異常ともいえる速さで昇進しているのである。このことは，とりもなおさず，この
内枢密使に対する代宗の強い期待感のあらわれではないだろうか。
　すなわち，董秀は年歴も浅く，かつ軍内（内坊局令）という東宮官属の官歴であった。
その彼を内枢密使に補任し，これに宰相の手に握られていた「詔旨宣伝」の任務を委ねる
に際しては，いかに帝の寵愛するところであったとはいえ，その職掌の正当性が，既存の
体制の球脚でも保証される必要があったはずである。それが大暦六年の本省の霊場侍への
累物であり，さらに翌七年における冠軍大将軍・左衛将軍・内侍・知内侍省事・封魏国公
という権威の付与であり，その政治的地位の強化であったと思われるのである。
　換言すれば，内枢密使の職制は，「知内侍童事」という政治的な地位の付与によって，
他の内諸司使とは一線を画した地位にあったといってよく，その内侍省における序官は，
「内諸司之盛者」といわれたことによって（10），その位置づけはより鮮明になると思うので
ある。
結びにかえて
　玄宗朝における内侍省の特徴的な構造として，「知内侍省事」の職制が形成された問題
から始めて，安史の乱以後の内侍省の変容のなかで，「知内侍呪事」の職制がその全体の
構造に，いかに組み込まれ，いかなる位置，役割をしめていたのかを，「神策軍装軍中尉」
および「内鼠密使」の職制との兼職関係にしぼって考を及ぼしてきた。
　しかし，その分析は不十分な点が多く，甘露の政変以降の政治過程における神三軍知立
中尉・直直密使を兼職する「知内侍省事」と内廷の運営を総面する「知内侍叙事」との関
係，また，内侍監・内侍少恩あるいは観軍容使との関係等々の問題など，論じ残したとこ
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うが少なくないが，すべて後日を期したい。
註
（1）唐末昭宗朝になると，諸史書の記述のなかにも混乱がみられ，明らかに誤記と思われるものもあるの
　で，これは削除した。例えば，資治通鑑・乾寧二年七月に酪全耀が内枢密使であったと述べているが，
　新・旧両唐書によれば，このとき彼は，劉景宣とともに神策軍中尉であったといわれる。恐らくは資治
　通鑑の誤りであろう。また，旧唐：書・昭宗本紀は光化三年十一月の昭宗幽閉事件のときの宋道弼・景務
　修を内枢密使とするも，冊府元亀巻六百六十七・内臣部・将兵，旧唐書巻一百八十四・楊復恭伝，新唐
　書巻二百八・劉季述伝等によると，神策軍中尉と考える方が適当である。なお，旧唐書・楊復恭伝によ
　れば，昭宗の光化三年六月，宋道弼・景務修の死後に引きつづいて，「枢密使劉季述・王仲先為両軍中
　尉」と記されている。もし，この記事に従えば，光化年中には，宋道弼・景務修および劉季述・王仲先
　の四名の内学密使が存在したことになる。職制として二員制が確立していたことを合せ考えてみると，
　いささか問題も残るので，ここでは掲げていない。ところで，光化末年，劉千旦・王汐先が内枢密使で
　あったとの説は，旧里書・胃壁裕伝にもみえている。しかしながら，この伝の記事は，彼等が昭宗を東
　内に幽したというのであるから，これは旧唐書・昭宗本紀，資治通鑑などに照しても誤りである。
（2）矢野主税「枢密使設置時期について」（人文社会科学研究報告3）。なお，氏は，憲宗の初年に及ぶま
　での約四十年間に，内枢密使という職名の記録が全く見当らないことを強く主張されて，代宗朝の永泰
　説を否定されている。しかしながら，すべての「内諸司」の設置がそうであるように，新しい職掌が宣
　官のために創設されたということが大きな意味を持っていたはずであって，内枢密使の場合も，史料を
　素直にみる限りにおいては，代宗の永泰二年に内枢密使という新しい職掌の設定があって，それが次第
　に一つの職制に固定して，憲宗の元和元年になって，始めて内枢密使に二員が置かれるようになり，こ
　れより制度が定まったと解すべきもののように思われるのである。
（3）矢野主税「唐代枢密使制の発展」（長崎大学学芸学部人文社会科学研究報告第4号）。
（4）新唐書巻二百七・厳遵三野参照。
（5）石林燕語巻三・宣徽南北院使の項に，
　　　宣徽南北四竹。唐末旧二二。下院在枢密院之北。
　とみえ，宣門院には南北の両院があり，その院は枢密院の北に設けられていたという。なお，宣徽院に
　ついては，友永植「唐門時代の宣下院使について」（北大史学18）がある。
（6）資治通鑑巻二百二十四・代宗・大暦六年夏四月条，撃墜書巻一百二十六・陳少三唱，朋府元亀巻六百
　六十五・内臣部・恩寵参照。
（7）築山治三郎「安史の手後の政治と官僚の対立抗争」（京都府立大学学術報告「人文」第19号）。
（8）旧唐書巻一堂十八・元載伝，資治明鑑巻二百二十五・代宗・本暦十二年春三月庚手甲参照。
（9）註（3）論文参照。
⑩　上筆の容斎三筆巻四・枢密称呼条参照。
